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株式会社エイジア 

 

e-CRM システム「WEBCAS」シリーズの導入企業が 2,500 社を突破 

 

 インターネットを活用したマーケティングソリューションを提案する株式会社エイジア（本社：東京

都品川区、代表取締役：美濃 和男、東証マザーズ上場：証券コード 2352、以下 当社）は、自社開発の

e-CRM※システム「WEBCAS」シリーズ（ http://webcas.azia.jp/  ）の導入企業が 2,500 社を突破した

ことを本日発表いたします。 

 

記 

 

「WEBCAS」シリーズは、2001 年に発売を開始したメール配信システム「WEBCAS e-mail」を中心に、

アンケートシステム「WEBCAS formulator」、メール共有システム「WEBCAS mailcenter」等をラインナ

ップに抱える e-CRM アプリケーションシリーズです。大手 EC運営企業をはじめ、メーカー、生命保険、

金融機関、情報サービス会社など多様な業界の企業、官公庁に数多く導入いただき、顧客企業・団体の

ご要望を製品に反映させてまいりました。その結果、おかげさまで導入企業・団体数がこのほど 2,500

社を突破いたしました。 

 

「WEBCAS」シリーズ主要製品であるメール配信システム「WEBCAS e-mail」は、顧客の嗜好や属性、

購買履歴などに基づいた One to One メールを、業界最高レベルの配信性能（最高 300 万通／時）で配

信できるツールとして、多くの大手 EC運営企業に導入いただいております。昨今は高度なデータ分析

に基づいたパーソナライズメールへの機運が高まっており、デジタルデータの統合・分析・抽出ができ

るデータマネジメントプラットフォーム（DMP）との連携事例や、オムニチャネル対応を前提とした、

複雑かつ難易度の高いシステム連携案件が増えております。 

この状況下において当社は、肥大化する企業のデジタルデータの統合・分析を可能にするとともに、

多様化するコミュニケーションチャネルを統合管理し、自動最適化したマーケティング活動をさまざま

なチャネルで「簡単に」実行できるプラットフォームが必要だと判断いたしました。当社は今後、既存

の「WEBCAS」シリーズの開発・販売経験と実績を活かし、複雑化したデジタルマーケティングを簡単に

実現し、効果を高めるための B to C 企業向けマーケティングオートメーション「WEBCAS マーケティン

グオートメーション（仮称）」を新たに開発し、提供してまいります。これにより、顧客企業のさらな

るマーケティング効果の最大化と業務効率化を支援してまいります。 

 

【注釈】 
※CRM（Customer Relationship Management） 

顧客の属性や行動履歴を蓄積・管理し、それぞれの顧客に応じたきめ細かい対応を行うことで長期的な良

好な関係を築き、顧客満足度を向上させる手法のこと。 

 

株式会社エイジアについて 

主な事業内容  CRM アプリケーションソフト「WEBCAS」シリーズの開発・販売、ウェブサイトおよび

企業業務システムの受託開発、ウェブコンテンツの企画・制作 
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●本リリースに関するお問い合わせ先 

株式会社エイジア 経営企画室 藤田 雅志 

TEL : 03-6672-6788（代表） FAX : 03-6672-6805 E-mail : azia_ir@azia.jp 
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